
項目 日常 定期 点検内容

計器用変成器を長期に安心してご使用頂くために、日常点検・定期点検の実施をお奨めします。

1. 運転状況

2. 端子
接続導体部
3. 金具、鉄心

4. モールド部

5. 巻線

6. ヒューズ（VTのみ）

負荷、周囲温度 ○
○
○
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○
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○

○

○

（＊）

○
○

◦電圧、電流、周波数、力率、周囲温度に異常はないか。（計器指示、過負荷、過電圧、周囲温度過大）
◦高い励磁音、振動、共振音、放電音など異常音の発生はないか。
◦異常な臭気はないか。（過熱、コイル内部異常、オゾンの発生など）
◦接続部の変色、緩み、発錆はないか。

◦塗装の剥がれ、発錆、変色、腐食はないか。
◦放電などの異常痕跡はないか。
◦塵埃の甚だしい付着はないか。
◦金属粉あるいはカーボン性埃、水滴が付着していないか。
◦放電などの異常痕跡はないか。
◦モールド部の亀裂、変色、トラッキングはないか。
◦判定基準　高圧-低圧：100MΩ以上

◦判定基準　放電電荷量の変化：前年より大幅に増加していないこと。

◦溶断の有無を確認し、1本でも溶断している場合には全部交換すること。

　　　　　　低圧-大地：2MΩ以上（低圧回路含む）

　　　　　　放電電荷量：基準値以下のこと。

音、振動
臭い
緩み
過熱
発錆
異常痕跡
放電
汚れ
破損

絶縁抵抗

部分放電試験

断線

（注）定期点検は1回／年、（＊）は10年経過後1回／年を推奨

電気的・熱的要因

機械的要因

化学的要因

環境的要因

◦電圧によるストレス（サージ電圧、過電圧、過負荷開閉） ➡ 部分放電
➡ モールド部の剥離、クラック ➡ 部分放電
➡ 過熱、クラック ➡ 部分放電
➡ モールド部の剥離、クラック ➡ 部分放電

➡ 表面の絶縁抵抗低下 ➡ トラッキング

➡ 金属部腐食

➡ リード線の細り、断線

◦過負荷、過電流、高周波
◦ヒートサイクル
◦衝撃や振動による劣化

◦温度、湿度
◦塵埃
◦腐食性ガス

◦硫化（腐食）

◦短絡（外部）

日常点検・定期点検

モールド計器用変成器の劣化要因

代表的な製品ラインアップ（レジンモールド形）

巻線形CT

単相VT

貫通形CT

三相VT

ZCT

三相EVT



計器用変成器は形は小さくても、
重要な系統の保護を担っています。

社会活動
生産活動

高度化
複雑化

電力に対する
依存度高まる

高信頼性の
要求

計器用
変成器

使用数多く
経年による故障も
増えている

モールド形は
内部故障が
発生した場合、
回復性がない 盤内設置では

必ずしも
点検調査が
容易ではない

経年が
一定レベルに
達すれば
更新する

東芝のモールド形計器用変成器は、
高い信頼性を得て数多くご使用頂いてまいりました。
しかし、経年による故障も増えてきています。

電気を安心してご使用頂くために
15年経過を目安に更新計画をお立て下さい。

系統の保護・計器の
センサーとして使用

一度故障を発生すると
系統の麻痺に

至ることが少なくない

設置台数が他の
機器に比べて多い

同じ故障率でも
故障発生件数が
多くなる

VTは遮断器の電源側に、
CTは主回路に設置

故障時の波及が
大きい

計器用変成器の故障の実態

予防保全が
必要

フィールド調査例（ブチルゴムモールド形）

更新推奨時期

更新した場合のメリット

◦部分放電劣化
　（経年により部分放電レベルの低下）

◦化学的劣化
　（硫化銅腐食など）

◦環境劣化
　（汚損による表面トラッキング）

現行品は既設品に対して小形化されていますので、取付部の互換性はベース部、一次端子部（CT）にアダプターを介して得られます。
下記に事例を示します。

取付け寸法の互換性事例

硫化銅腐食例（使用後約20年） 汚損、多湿状態での使用例（使用後約10年）

15～20年で運転中に
部分放電発生のレベ
ルに低下（更新の目
安）

ブチルゴムモールド形の計器用変成器が発火した場合、周辺機器への延焼等、大きな損失につながる可能性があります。
レジンモールド形に更新することで、そのリスクを減少させることができます。
以下に燃焼試験と過去の事故事例を示します。

◦更新を推奨する時期 15年（日本電機工業会技術資料：JEM-TR164「計器用変成器の保守・点検指針」）

◦機種の変遷

1960年 1970年 1980年 1990年 2000年 2020年

ブチルゴムモールド形

レジンモールド形

❶信頼性の回復
❷防災性の向上

ガスバーナにて一度着火
させると、ガスバーナを取
り去っても燃焼し続けた。
（60分経過後に強制的に
消火した）

図-1 燃焼拡大 図-3 火炎放射2分後 図-4 自然消火後

図-2 強制消火後

ガスバーナにて約7秒後に着火するが、その
後2分間放射し続けても燃焼範囲の拡大は
ほとんど見られない。ガスバーナを取り去ると
約7秒後に自然消火した。

図-5 火炎放射部

ブチルゴムモールド形変流器（CT）の事故事例

ブチルゴムモールド形計器用変圧器（VT）の事故事例

相間短絡へ進展

CTのモールドゴムは
完全に燃え尽きている。 鉄心、コイルのみ燃え残った。

鉄心、コイルのみ燃え残った。

CT
ブチルゴムモールド形（既設） レジンモールド形（更新） ブチルゴムモールド形（既設） レジンモールド形（更新）

VT

経年劣化
（部分放電劣化）

1967年納入
地絡 発煙・ガス発生により

相間短絡へ進展

モールドゴムに
引火、延焼

火災発生

経年劣化
（硫化銅腐食）

1974年納入
地絡 発煙・ガス発生により

相間短絡へ進展

モールドゴムに
引火、延焼

全プラント停止！！
仮復旧まで

3日間を要し、
甚大な被害となる。

全プラント停止！！
復旧まで

長期間を要し、
甚大な被害となる。

ブチルゴム（可燃性） レジン（難燃性・自己消火性）

燃焼試験事例

ブチルモールド形 レジンモールド形

過去の事故事例

火災発生

リード線の細り

トラッキング発生

2010年

ブチルゴムモールド（当社製） 販売終了より既に40年以上経過しておりますので、早い時期に更新を推奨いたします。
レジンモールド 15年経過していないか確認をお願いします。経過している場合は更新を検討ください。
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◦電圧、電流、周波数、力率、周囲温度に異常はないか。（計器指示、過負荷、過電圧、周囲温度過大）
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◦判定基準　放電電荷量の変化：前年より大幅に増加していないこと。

◦溶断の有無を確認し、1本でも溶断している場合には全部交換すること。

　　　　　　低圧-大地：2MΩ以上（低圧回路含む）

　　　　　　放電電荷量：基準値以下のこと。
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